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かみたんメールの登録はこちら
t-kamitan-mail@sg-m.jp

人口と世帯【令和3年10月1日現在】(対前月比)
人　口：31,234人 （－10）   世帯数：12,318世帯 （＋7）
男　性：16,005人 （－17）　女　性：15,229人    （＋7）

本紙は再生紙を利用しています。

　9月18日、第44回栃木県少年の主張発表県大会が栃木県総合文化センターで行われ、中
なかむら

村双
ふたば

葉さん（上三川中・3年）
が見事優秀賞に選ばれました。
　少年の主張は、県内の中学生が日常生活の中で感じていることや考えていることを発表し、若者としての誇りと自主
性を育てる目的で行われ、県内8地区から選ばれた中学生16名が県大会に出場しました。
　中村さんは「女性も活躍できる社会へ」と題して発表。13,000を超える
応募の中から優秀賞を受賞したことについて「まさか自分が賞を取れるとは
思っていなかったので、すごく嬉しかったです。」と笑顔で答えてくれました。
題材について「母が専業主婦をしているんですが、今の社会は女性も職場で
働こうという印象が強く、母は働いていないことを気にしていていたことが
きっかけです。」と話してくれました。内容については「職場でも家庭でもそ
れぞれに活躍の場があり尊重すべきだと思います。男女性別に関係なく、そ
の人が活躍したい場所で活躍しているかが重要だと思い発表しました。」と力
強く話してくれました。作成には「政府が掲げる目標や政策などの情報収集や、
母の意見が大切だと思ったので聞き込みすることが大変でした。発表する際
の表現を工夫するために、自分で動画を撮影して改善したり、家族からアド
バイスをもらい本番に望みました。」と振り返ってくれました。
　「県大会を経験して、いろんな人の考え方を知ることができてすごく感動し、
とても勉強になりました。指導していただいた先生や家族に感謝しています。」
という、中村さんの今後の活躍に期待しています。

　10月に入り、町内の小学校では稲刈りの体験が行われました。
　児童たちは、慣れない道具に戸惑いながながらも一生懸命取り組み、たくさんのお米を収穫しました。
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町内小学校で稲刈り体験

～本郷北小学校～

～北小学校～


